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【概要】 

 主に海外で、漆器の修復のお仕事をされている著者。海外には素晴らしい技術が詰まった

漆器であふれているのに、日本にあるものは、より簡単な方法で作られたもの、デザインが

単一である等が多いと言っている。そのことについて歴史を追って説明がされていたり、海

外で求められ、人気がある漆器とは何か。反対に日本で評価される漆器がどういうものかと

いう著者の見解が述べられている。 

  

【感想】 

 著者の言うとおり、私は「人間国宝」と聞いただけで「すごい人」「すごい作品」「賞賛」

という言葉が浮かんでしまう。漆器のみならず、芸術作品はどれでも、まず肩書から評価す

るという目がついてしまっているように思う。漆器をはじめとする伝統産業の知識は未だ

乏しいため、意見することはできない。しかし、今後作品を見る際には、著者も述べていた

ように「自分が好きかどうか」という視点から見てみようと思う。私のように肩書や、人が

賞賛しているからという理由だけで、作品に価値を見出す人は少なくないと思う。一人一人

が、「惹かれる」「好き」という自信から生まれる感情を大事に作品をみれていたら、著者が

言うように今の時代でも伝統産業はもっと発展し、後世に伝えていけるのかもしれない。 


